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肺結核患者109例である｡ これらは NTA 分類
で軽症から中等症までのもので,義 (1)に示す
表 1 研究対象 :既往化学療法期間別分類
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A群- 1000倍 L ツ 1 0.5cc,毎 日,隔週, 1カ 月 間 .
B群- 1000倍 L ツ 1 0.5cc,週 2回, 3カ月間.
C群- 1000倍 L ツ 1 0.5cc,週 2回,1カ月間.
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通 り何れ もかな り長期の化学療法が行われたも
のである｡又,義(2)に示す通 り,109例中99例 ま
でが,学研分類の硬化性病巣 に属 しているもの





このよ うな症例に対 し, 義(4)に示すよ うな





0･5cc l週 2 回
併用化学療法 i"IH 3億 ) 毎 日,4カ月間･
-139-
の際,INH 毎 日 0.5g を 4ヵ月間, SI3.0g と
共に内服せ しめた｡













のようなX線的効果は, 表 (6)に示す通 り,治
療開始後 1ヵ月以内の極めて早期に出現する場
合が多い｡
蓑 5 Ⅹ線学的効果 (治療開始後4ヵ月目)
( )内は%
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8/8 17/49 !1/4 30/46
(100)! (100):
10/10 (100) 48/99 (48.8)















































































0.5cc 二 二一二二 _三主 ∴ 二三-:
6(19%)
9(20%)
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